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グローバ リゼーションの進展、人々の関係性への注 目が高まっている。そ うした中、日本社会は近






代的整理を行った。特に、日本社会もまた第二の近代化の過程にあるのだとすれば 人種 ・民族 ・国
籍を異にする人々の関係性の再考が必然的に生じると位置づけ、そうした視座から日本社会において


























地域社会での偶発的 ・受動的な外国人との接触経験と、本人もしくは近 しい人間の中 ・長期的海外滞








検討 していく必要 があることを指摘し起 また、理想解としての自立型共生の盲目的な模索を経験的
データ分析結果から批判するとともに、現実解 として序列型共生の可能性を積極的に議論する必要性
を指摘した。また、こうした共生のあり方は発展性があることを指摘した。それと同時に、この発展
性の軌跡はグローバ リゼーションの進展の中、第二の近代化の過程にある近代社会とりわけ日本社会
が直面する属性原理から業績原理への転換がどのようになされていくのかを観察することでもあるこ
とを論 じた。
以上
